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昭和17年 ｢北海道女子栄養学校｣ 設立
その後 ｢北海道栄養学校｣ に名称変更

昭和38年 ｢北海道栄養学校｣ を ｢北海
道栄養短期大学 食物栄養学科｣ に昇
格
平成６年 北海道栄養短期大学を ｢北海
道文教短期大学｣ に名称変更
平成11年 ｢北海道文教大学｣ 外国語学
部 ｢英米語学科｣ ｢中国語学科｣ ｢日本
語学科｣ を設置
平成15年 北海道文教大学大学院 ｢グロー
バルコミュニケーション研究科｣ を新
設
平成15年 北海道文教大学 人間科学部
｢健康栄養学科｣ を増設
平成18年 北海道文教大学 人間科学部
｢理学療法学科｣ を増設
平成19年 北海道文教大学 人間科学部
｢作業療法学科｣ を増設
平成20年 北海道文教大学 人間科学部
｢看護学科｣ を増設
平成22年 北海道文教大学 外国語学部
｢国際言語学科｣ に改組
平成22年 北海道文教大学 人間科学部
｢こども発達学科｣ を増設
平成24年 学校法人鶴岡学園創立70周年
平成25年 人間科学部 ｢こども発達学科｣
定員増 (80名→100名)
平成27年 北海道文教大学大学院 ｢健康
栄養科学研究科｣ を新設
平成29年 北海道文教大学大学院 ｢リハ
ビリテーション研究科｣ ｢こども発達
学研究科｣ を新設�����
①真理を探究する清新な知性
②正義に基づく誠実な倫理性
③未来を拓く進取の精神
④国民の生活の充実に寄与する実学の
精神� �
豊かな人間性を涵養するため幅広い知
識を授けるとともに､ 理念と実践にわた
り深く学術の教育と研究を行い､ 国際社
会の一員として､ 世界の平和と人類の進
歩に貢献し得る人材の育成を目的とする｡

�������
本学は実社会で

役立つ ｢実学重視｣
で､ 人間として豊
かに生きる上で最
も重要な ｢ことば・
コミュニケーショ
ン｣ ｢健康・療法｣
｢保育・教育｣ を学

ぶ大学です｡ 目指しているのは､ ｢豊か
な人間性｣ ｢健全な社会性｣ ｢高度な専門
性｣ の養成です｡ 人類の進歩に貢献する
実践力を養い､ 幅広い教養と多様な個性
を発展させ､ 広く世界で主体的に活動で
きる人材を育成するとともに､ 人間を健
康・療法の面から科学し､ 人生の価値と
栄養の意味を正確に把握し､ 地域社会か
ら発信して人間の歴史全体に寄与する能
力を高めることを目的としています｡���������
●外国語学部
国際言語学科
学生一人ひとりの可能性を伸ばす少人
数制をベースに､ 英語の基礎から高度な
専門レベルにいたるまで､ 緻密で効果的
な教育を徹底します｡ ゼミナール形式の
座学や実践的なロールプレイング型の授
業､ 語学力をいかしたボランティア､ 各
種コンテストへのチャレンジ､ そして留
学など､ 充実した４年間が､ 国際人とし
ての実力を鍛えあげます｡

英米語コース

｢使える英語力｣ を鍛え､ グローバル
な場面で英語を駆使しながら活躍したい
と考えている方におすすめします｡ 最終
目標は､ TOEIC 800点以上の獲得と英検
(実用英語技能検定) １級の取得です｡
その対策のための科目を充実させ､ 目標
達成に導きます｡

観光・ビジネスコース

本学卒業後､ 観光業界や企業の経営企
画分野で活躍することをイメージしてい
る方に適しています｡ このコースの最終
目標は､ 観光分野で唯一の国家資格であ
る旅行業務取扱管理者と観光英語検定１
級の取得です｡ 多くの観光関係科目が､
英語でおこなう講義として展開されます｡

●人間科学部
健康栄養学科
北海道初の栄養士養成機関として設立
後､ 70年の伝統と経験を誇る本学科は卒
業と同時に実務経験なしで ｢管理栄養士｣
の国家受験資格が取得できる管理栄養士
養成施設です｡ ｢もてなしの心｣ をキー
ワードとして､ 豊かな人間性と高いコミュ
ニケーション能力を持った管理栄養士と
栄養教諭の養成を目指します｡

理学療法学科
広い教養と理学療法学の専門知識を身
につけ気持ちや環境にも配慮しながら対
象者を支えることができる【理学療法士】
を養成します｡ 最新の設備環境と早期か
らの臨床実習によって､ 高度な専門知識
や技術を身につけワンランク上のプロを
目指します｡ 少人数活動による個別指導
で国家試験のサポートも万全です｡

作業療法学科
専門基礎科目や専門科目で学習する知
識・技術をもちいて､ 身体や精神に障が
いをもつ人の機能的・心理的な改善を図
る【作業療法士】を体系的に養成｡ また､
作業療法のネットワークが充実しており｡
また､ 国家試験対策も３年次から本格的
に取り組み､ 100％の合格率達成を目指
しています｡

看護学科
最新の設備と､ 人間科学部においての
学修で早期から ｢チーム医療｣ の感覚を
身につけることが可能です｡ 人々への尊
厳や深い思いやりの心を重視し､ チーム
ワークを円滑にできるコミュニケーショ
ン能力と､ 自ら課題を発見し､ 解決に導
くことができる柔軟な思考と問題解決力
をもった【看護師】を養成します｡ ４年
間の修学によって看護師の国家試験受験
資格が取得できます｡

こども発達学科
｢小学校教諭｣ または ｢特別支援学校

教諭｣ と､ ｢幼稚園教諭｣ ｢保育士資格｣
のトリプル免許が取得可能な学科です｡
幅広い知識を習得することによって､ こ
どもの環境の変化､ 多様化・複雑化する
教育・保育現場に対応できる人材を育成
します｡

���������������������������������
学長 鈴木 武夫

� � � � � � �
所在地 北海道恵庭市黄金中央５丁目196番地の1 (〒061 1449)

電 話：0123 (34) 0160
ＦＡＸ：0123 (34) 1640
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●開設学部・学科及び募集人員
学 部 学 科 定 員

外 国 語 学 部 国 際 言 語 学 科 100名

人 間 科 学 部

健 康 栄 養 学 科 150名
理 学 療 法 学 科 80名
作 業 療 法 学 科 40名
看 護 学 科 80名
こ ど も 発 達 学 科 100名

●国際交流､ 留学生
半年から 1年に及ぶ ｢留学｣ から､ 約 1ヶ月の ｢語学研修｣
まで､ 学生一人ひとりの目的や実力に合わせて多彩なプログ
ラムを用意｡ ｢国際交流委員会｣ を設置し､ 様々な海外情報
を集め､ あらゆる相談に対応します｡ また､ 交換留学生をは
じめ､ 多くの留学生が本学で学んでいます｡ 留学費用の一部
を補助する ｢留学奨励金制度｣ も用意されています｡

●大学院
グローバルコミュニケーション研究科修士課程
言語文化コミュニケーション専攻

健康栄養科学研究科修士課程
健康栄養科学専攻

リハビリテーション科学研究科修士課程
リハビリテーション科学専攻

こども発達学研究科修士課程
こども発達学専攻

●学費 (初年度納付金)
学 部・学 科 入学手続時 後 期

外
国
語
学
部

国際言語学科

入 学 料 200,000円 －
授 業 料 405,000円 405,000円
教 育 充 実 費 75,000円 75,000円
その他(諸会費等) 34,160円 －

計 714,160円 480,000円
年 額 納 付 金 1,194,160円

学 部・学 科 入学手続時 後 期

人
間
科
学
部

健康栄養学科

入 学 料 200,000円 －
授 業 料 405,000円 405,000円
教 育 充 実 費 100,000円 100,000円
実 験 実 習 費 50,000円 50,000円
その他(諸会費等) 34,160円 －

計 789,160円 555,000円
年 額 納 付 金 1,344,160円

学 部・学 科 入学手続時 後 期

人
間
科
学
部

理学療法学科
作業療法学科

入 学 料 300,000円 －
授 業 料 400,000円 400,000円
教 育 充 実 費 150,000円 150,000円
実 験 実 習 費 100,000円 100,000円
その他(諸会費等) 34,870円 －

計 984,870円 650,000円
年 額 納 付 金 1,634,870円

学 部・学 科 入学手続時 後 期

人
間
科
学
部

看 護 学 科

入 学 料 300,000円 －
授 業 料 500,000円 500,000円
教 育 充 実 費 100,000円 100,000円
実 験 実 習 費 150,000円 150,000円
その他(諸会費等) 34,870円 －

計 1,084,870円 750,000円
年 額 納 付 金 1,834,870円

学 部・学 科 入学手続時 後 期

人
間
科
学
部

こども発達学科

入 学 料 200,000円 －
授 業 料 400,000円 400,000円
教 育 充 実 費 100,000円 100,000円
実 験 実 習 費 25,000円 25,000円
その他(諸会費等) 34,160円 －

計 759,160円 525,000円
年 額 納 付 金 1,284,160円
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●就職SUPPORT SYSTEM
密度の濃いサポートが､ 就職・国家試験合格を実現
・指導教員制度 (クラス担任・アドバイザー)
・就職支援システム
・資格取得支援
卒業のとき､ 格段の差｡ 学びの質を､ 社会が評価｡ 高い実
績を保ち続ける就職率は､ 2010年度97.4％､ 2011年度98.9％､
2012年度98.7％､ 2013年度98.2％､ 2014年度99.4％､ 2015
年度99.6％､ 2016年度99.8％｡

2016年度の学部別就職率 (2017年５月１日現在)
外国語学部 国際言語学科 98.5％
人間科学部 健康栄養学科 100％

(管理栄養士国家試験合格者数 104名)
理学療法学科 100％
(理学療法士国家試験合格者数 96名)
作業療法学科 100％
(作業療法士国家試験合格者数 44名)
看護学科 100％
(看護師国家試験合格者数 80名)
こども発達学科 100％

●取得資格
国際言語学科 中・高等学校教諭一種免許 (英語・国語)

ファイナンシャルプランナー､ 旅行業務取扱
管理者 (国内・総合)､ 英検､ 観光英検､ 観
光ビジネス実務士

健康栄養学科 栄養士免許､ 管理栄養士国家試験受験資格､
栄養教諭一種免許､ 食品衛生責任者､ 食品衛
生管理者､ 食品衛生監視員

理学療法学科 理学療法士国家試験受験資格
作業療法学科 作業療法士国家試験受験資格
看 護 学 科 看護師国家試験受験資格
こども発達学科 小学校教諭一種免許または特別支援学校教

諭一種免許・幼稚園教諭一種免許・保育士
資格・社会福祉主事

大学ホームページ：http://www.do-bunkyodai.ac.jp
E-mail：nyushi@do-bunkyodai.ac.jp

http://www.do-bunkyodai.ac.jp
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